
田野井 慶太朗

食の安全研究センター・サイエンスカフェ第1回
聞いてみよう！ 放射性物質と農産物のコト

日時： 2012.7.4(Wed)
場所：フードサイエンス棟　2階フードサイエンスカフェ

東京大学大学院農学生命科学研究科
放射性同位元素施設

12年7月2日月曜日



内容

•放射性物質

•東京大学の取り組み

•福島の現状
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今、我々の身近にある
放射性物質

「もともと存在するもの」
「人間がつくったもの」
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自然界に存在するカリウム４０

カリウム
39 

カリウム
41 

カリウム
40 

地球が生まれる前からあって半減期は12.5億年！

名前

重さ
安定している 不安定＝放射線を出す
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人間が作った放射性物質

セシウム
137 

プルトニウム 

原子炉で作られます。

セシウム
134 
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放射性セシウムは
核分裂でできます。

分裂
およそ240

（という重さ） （例）
セシウム137

セシウム134

ヨウ素131

… 

（例）
ストロンチウム89

ストロンチウム90

…

ウランやプルトニウム およそ140

およそ90

中性子が衝突
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放射線はどうして危険？

直接作用　と　間接作用

間接作用が主直接作用が主

α線 β線
γ線
X線
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直接作用

遺伝子（DNA）
タンパク質

“直接”に傷める

放射線

放射線
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活性酸素
健康な体でも発生しますが、

ストレスがあるとより発生します。

活性酸素を無毒化できるので
私たちは生きていけます。

しかし、全部は無毒化できないので、
老化したりある種の病気（ガンも）になります。
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再び、放射線の間接作用

放射線→水　＝　活性酸素
老化現象

ガンのリスク上昇

+
-

+
- 活性酸素が発生

水を“電離”させて、、、
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人体への影響の指標
Sv（シーベルト）

シーベルトさん
1979年に単位になった
（結構最近です）
wikipediaより

放射線が
人体に与える影響

を研究
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放医研のHPより
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単位の話
Bq（ベクレル）

1秒間に1個の放射性物質が変化（崩壊
という）したら、1ベクレルです。
（注）1ベクレルで1つ放射線が出るわ
けではありません。
出る放射線の「種類」や「強さ」も沢
山の種類があります。
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放射能測定方法
環境の放射線の量：NaIサーベイメータ

食品の放射性物質量：Ge半導体検出器

結構重い：1.5kgぐらい？

とても重い
数t！（遮蔽の鉛が重い）
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汚染マップと東大農学部拠点
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「 放射能　東京大学　農学部」
でgoogle検索！

上から2番目ぐらいにあります。

12/02/11 放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会 | 東京大学大学院農学生命科学研究科

1/2www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html

放射能の農畜水産物等への影響
についての研究報告会
－東日本大震災に関する救援・復興に係る農学生命科学研究科の取組み－
2011年11月19日（土）13：00～17：00

プログラム

開会の辞 [動画]
長澤　寛道　東京大学大学院農学生命科学研究科長
開会にあたって [動画]
前田　正史　東京大学理事・副学長（救援・復興支援室長）

農学生命科学研究科全体の取組について [要旨] [動画]
中西　友子（東京大学大学院農学生命科学研究科・附属放射性同位元素施設・教
授）
福島県農業総合センターの取り組み [動画]
吉岡　邦雄（福島県農業総合センター生産環境部・部長）
放射性セシウムのイネへの移行 [要旨] [動画]
根本　圭介（東京大学大学院農学生命科学研究科・生産・環境生物学専攻・教授）
土壌中の放射性セシウムの挙動 [要旨] [動画]
塩沢　昌（東京大学大学院農学生命科学研究科・生物・環境工学専攻・教授）
乳牛における放射性セシウムの動態 [要旨] [動画]
李　俊佑（東京大学大学院農学生命科学研究科・附属牧場・助教）
低濃度汚染土壌における野菜への放射性核種の移行 [要旨] [動画]
大下　誠一（東京大学大学院農学生命科学研究科・生物・環境工学専攻・教授）
高線量地帯周辺における野生動物の生態・被曝モニタリング [要旨] [動画]
石田　健（東京大学大学院農学生命科学研究科・フィールド支援担当・准教授）
魚貝類の汚染 [要旨] [動画]
潮　秀樹（東京大学大学院農学生命科学研究科・水圏生物科学専攻・准教授）
農学生命科学研究科で取り組んでいるその他の成果 [要旨] [動画]
田野井　慶太朗（東京大学大学院農学生命科学研究科・生物生産工学研究センター・助教）

閉会の辞 [動画]
長澤　寛道　東京大学大学院農学生命科学研究科長

※ [動画] の再生には、Windows Media Player が必要です。
※ [動画] の配信は、 2012.12.15 までとさせていただきます。

» アンケート回答 （2012.1.24） NEW

開催のご案内

日時 2011年11月19日（土）13：00～17：00

場所 東京大学安田講堂

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html

活動の報告は
ビデオで見ることができます。

12年7月2日月曜日

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html


コムギの汚染の状況
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土壌の汚染は均一でない
畑（植生なし） 2011年4月21日サンプリング

小麦の畑

畑

小麦の畑 水田

菜種の畑
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東京大学農学部における放射能対策の取り組み 
Research to support agriculture damaged by east Japan great earthquake  
- esp. influence of high radioactivity in agriculture-  
An approach integrating all of the departments and facilities in Graduate 
School of Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo 

田野井慶太朗  (Keitaro TANOI)、中西友子 (Tomoko M. Nakanishi)、 長澤寛道 (Hiromichi Nagasawa) 
東京大学大学院農学生命科学研究科(Graduate School of Agricultural and Life Sciences, The University of Tokyo) 

農学部における放射能汚染農産物等についての研究プロジェクト

大学院農学生命科学研究科

災害対策本部

東日本大震災に関する救援・復興支援室

農業対応救援・復興プロジェクト

福島県農業総合センター

１．放射能汚染検査

２．放射能除染・追跡研究

東京大学

放射性同位元素施設

生物生産工学研究センター

目的

試料測定

測定法の開発

安全性の評価

食の安全研究センター

米・野菜

畜産物

土壌

魚介類

バイオマス

附属施設 専攻

安全性リスク評価

応用生命化学・工学

生産・環境生物

水産実験場 水圏生物科学

応用生命化学・工学

生物材料科学

森林科学

生物環境工学

演習林

生態調和農学機構

演習林

牧場

牧場

動物医療センター

生態調和農学機構

獣医学

応用動物科学

生態水文学研究所（愛知瀬戸、犬山）

樹芸研究所（伊豆下田）

千葉演習林（鴨川、君津）

秩父演習林（秩父）

富士癒しの森研究所（山中湖）

北海道演習林（富良野）

文部科学省による第4次
航空機モニタリングの測
定結果について
（2011/12/16）より

キノコ A0層 A層 キノコ A0層 A層

A0層：リター、腐植等有機物
A層：いわゆる土（鉱物主体＋有機物）

報告会の内容は
ビデオで見ることができます。

「放射能 東京大学 農学部」

でgoogle検索！

上から2番目ぐらいにあります。

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/event/20111119.html

問合せ先： 田野井慶太朗  e-mail: uktanoi@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp 

水産練り製品の製造工程

原料魚 洗浄 採肉機 落とし身

水晒し 脱水 裏ごし 生すり身

加塩 擂潰 塩すり身 加熱

冷却 練り製品

得られたデータの報告 
・ 雑誌への投稿 
・ プレスリリース 
・ 報告会の開催 
 ・3月に一度のペース 
 ・動画により全て公開 
このポスターの内容は、 
全て動画で公開されています。
  

【報告会】
↓ 

【プレス】⇒ 

東京大学大学院農学生命科学研究科の拠点・連携先 

畜産物（牛乳・家畜・物質循環）ー附属牧場 

実験設計

TMR
１４日間

TMR
１４日間

ヘイレージ+TMR
１４日間

• ＴＭＲ（配合飼料）：
毎日３５キロ

• ヘイレージ ＋ TMR：
毎日ヘイレージ１０キロ
＋ ＴＭＲ２５キロ
（合計３５キロ）

餌
35 kg

水 80 L

TMR
１４日間

TMR
１４日間

TMR
１４日間

研究の背景

• 「生乳」として飲まれ
る４００万トンの全て
が国産。

• 生乳の大半は東北圏・
関東圏で生産。

• 粗飼料の大半は国産。
３位栃木県

４位千葉県

２位岩手県

牛乳は国産だ

7

福島第一原子力
発電所

附属牧場
茨城県笠間市

約１３０km

研究の背景

110-260 Bq/kg

1,250 Bq/kg

(日)
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TMR

へイレージ+TMR

ヘイレージ10kg＋
配合飼料（TMR）25kg

放射性セシウムを含む飼料 含まない飼料

牛
乳

中
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
（

B
q
/
k
g
）

研究の背景

実験の状況

ヘイレージ
10 kg＋TMR
25 kg/日

TMR（配合飼料）
35 kg/日

朝夕２回に分けて給与

10

放射性セシウムの移行係数
• 東京大学附属牧場： 0.0032 d/L
• 他の報告（国内）： 0.0027- 64 d/L
• 飼料汚染の暫定許容値の算出に用いた数値

（国際原子力機関）： 0.0046 d/L
• チェルノブイリ： 0.0050 d/L

研究の背景

放射性セシウムの移行係数：
乳用家畜（乳牛）が１日に摂取した放射性核種の量
（Bq/day）と乳汁中の当該核種の濃度（Bq/Ｌ）との比

牛乳 

物質循環 
放射性物質の

循環経路

牛乳

糞尿

牧草

牧草

牧草

堆肥土壌 糞尿

• 循環型有畜農業モデルに
おける農場内の放射性物
質動態
→ 飼料から家畜・糞尿・

堆肥・施肥まで
• 放射性物質の屋外曝露に

よる影響（放牧山羊）

家畜の採材

約１８km

福島第一原子力
発電所

浪江町
葛尾村

双葉町

大熊町

南相馬市役所
小高庁舎

福島県南相馬市
小高区川房

20km

採材場所

家畜の汚染

Bq/kg

一般食品の新基準値（100 Bq/kg）

0 1000 2000 3000 4000

血液

尿

卵巣

脾

肝

腎

骨格筋（大腰筋）

各３頭

→フィレ肉

家畜の汚染

0 500 1000 1500 2000

羊水

臍帯

胎盤

血液

尿

卵巣

脾

肝

腎

骨格筋（大腰筋）

Bq/kg

一般食品の新基準値（100 Bq/kg）

胎仔

妊娠中の母牛

母牛と胎仔各１頭

家畜 

リスコミ（市民へ） 

林産ー演習林 

水産物（魚肉の水晒し） 

水晒しを工夫することで放射性
セシウムを5%まで低下できた。 

コメ（玄米への移行メカニズム） 
ー土壌学、イネ栽培学、利水・砂防学 

山林の
有機物

根

玄米沢の水

濁流（降水時）

山の雨・霧 イネの葉

水田の
有機物

経路と対策
交換性カリウム濃度のコントロール

吸着材（モミなど）

溜池、貯留

対策が難しい
（木や森の除染）

【時期】節間伸長期以降か？ 
最上位の葉

一枚下の葉

二枚下の葉

より下の葉

放射性セシウムの濃度

晩春～初夏に成長

７月末～８月に成長

キノコと基質の汚染の関係

秩父演習林

0
200
400
600
800

1000

キ
ノ
コ

A
0
層

A
層

キ
ノ
コ

A
0
層

A
層

オオモミタケ(菌) オオモミタケ(菌)

Cs-137
(Bq/kg)

Cs-134
(Bq/kg)

千葉演習林

放
射
性

Cs
 (B

q/
kg
乾
重

)

【秩父・千葉】リターの濃度の方が高かった。 
キノコに未吸収か？ 
今後これらのキノコの濃度上昇が予想される。 

富士癒しの森研究所

放
射
性

Cs
 (B

q/
kg
乾
重

) 【富士】キノコの方が 
濃度が高かった。 

昨秋の千葉県（柏周辺を除
く）の野生イノシシの放射性
Csは9.5～84Bq/kg生重

炭焼き BBQ ジビエ料理（等 山の幸）←薪

・キノコの他↓

・薪、炭、灰

・ジビエ肉

・タケノコなど

のモニタリング

取組み中

福島原発とは
無関係に基準
値を超えるも
のがあった。 

野生動物 
モニタリング 

【放射性銀Ag-110mが検出】 
（放射性セシウムに加えて） 

取組み、試験データの例（果樹・イネ品種比較は別ポスターにて） 

真鍋昇先生ご提供スライド 

山田利博先生ご提供スライド 

石田健先生ご提供スライド 安永円理子先生ご提供スライド 

根本圭介先生ご提供スライド 

渡部終五先生ご提供スライド 

付録

12年7月2日月曜日
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学
機
構

演
習
林

牧
場

牧
場

動
物
医
療
セ
ン
タ
ー

生
態
調
和
農
学
機
構

獣
医
学

応
用
動
物
科
学

生
態
水
文
学
研
究
所
（
愛
知
瀬
戸
、
犬
山
）

樹
芸
研
究
所
（
伊
豆
下
田
）

千
葉
演
習
林
（
鴨
川
、
君
津
）

秩
父
演
習
林
（
秩
父
）

富
士
癒
し
の
森
研
究
所
（
山
中
湖
）

北
海
道
演
習
林
（
富
良
野
）

文
部
科
学
省
に
よ
る
第

4次
航
空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
測

定
結
果
に
つ
い
て

（
20

11
/1

2/
16
）
よ
り

キ
ノ
コ

A0
層

A層
キ
ノ
コ

A0
層

A層

A0
層
：リ
タ
ー
、
腐
植
等
有
機
物

A層
：い
わ
ゆ
る
土
（鉱
物
主
体
＋
有
機
物
）

報
告
会
の
内
容
は

ビ
デ
オ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
放
射
能

東
京
大
学

農
学
部
」

で
go

og
le
検
索
！

上
か
ら

2番
目
ぐ
ら
い
に
あ
り
ま
す
。

ht
tp
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/w

w
w

.a
.u

-t
ok
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.a

c.
jp
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t/
ev

en
t/

20
11
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19

.h
tm

l

問
合
せ
先
：
 
田
野
井
慶
太
朗

  e
-m

ai
l: 

uk
ta

no
i@

m
ai

l.e
cc

.u
-t

ok
yo

.a
c.

jp
 

水
産
練
り
製
品
の
製
造
工
程

原
料
魚

洗
浄

採
肉
機

落
と
し
身

水
晒
し

脱
水

裏
ご
し

生
す
り
身

加
塩

擂
潰

塩
す
り
身

加
熱

冷
却

練
り
製
品

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
報
告

 
・
 
雑
誌
へ
の
投
稿

 
・
 
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

 
・
 
報
告
会
の
開
催

 
 
・

3月
に
一
度
の
ペ
ー
ス

 
 
・
動
画
に
よ
り
全
て
公
開

 
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
内
容
は
、

 
全
て
動
画
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

【
報
告
会
】

↓
 

【
プ
レ
ス
】
⇒

 

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
の
拠
点
・
連
携
先

 

畜
産
物
（
牛
乳
・
家
畜
・
物
質
循
環
）
ー
附
属
牧
場

 

実
験

設
計

T
M

R
１

４
日

間
T

M
R

１
４

日
間

ヘ
イ

レ
ー

ジ
+
T

M
R

１
４

日
間

•
Ｔ

Ｍ
Ｒ

（
配

合
飼

料
）

：
毎

日
３

５
キ

ロ

•
ヘ

イ
レ

ー
ジ

＋
T

M
R

：
毎

日
ヘ

イ
レ

ー
ジ

１
０

キ
ロ

＋
Ｔ

Ｍ
Ｒ

２
５

キ
ロ

（
合

計
３

５
キ

ロ
）

餌 3
5

 k
g

水
8

0
 L

T
M

R
１

４
日

間
T

M
R

１
４

日
間

T
M

R
１

４
日

間

研
究

の
背

景

•
「

生
乳

」
と

し
て

飲
ま

れ
る

４
０

０
万

ト
ン

の
全

て
が

国
産

。
•

生
乳

の
大

半
は

東
北

圏
・

関
東

圏
で

生
産

。
•

粗
飼

料
の

大
半

は
国

産
。

３
位

栃
木

県

４
位

千
葉

県

２
位

岩
手

県

牛
乳

は
国

産
だ

7

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

附
属

牧
場

茨
城

県
笠

間
市

約
１

３
０

k
m

研
究

の
背

景

1
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0
-
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6
0
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q

/
k
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5
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/
k
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T
M

R

へ
イ

レ
ー

ジ
+
T

M
R

ヘ
イ

レ
ー

ジ
1

0
k
g
＋

配
合

飼
料

（
T

M
R

）
2

5
k
g

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
を

含
む

飼
料

含
ま

な
い

飼
料

牛乳中の放射性セシウム（Bq/kg）

研
究

の
背

景

実
験

の
状

況

ヘ
イ

レ
ー

ジ
1

0
 k

g
＋

T
M

R
2

5
 k

g
/
日

T
M

R
（

配
合

飼
料

）
3

5
 k

g
/
日

朝
夕

２
回

に
分

け
て

給
与

10

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

係
数

•
東

京
大

学
附

属
牧

場
：

0
.0

0
3

2
 d

/
L

•
他

の
報

告
（

国
内

）
：

0
.0

0
2

7
-

6
4

 d
/
L

•
飼

料
汚

染
の

暫
定

許
容

値
の

算
出

に
用

い
た

数
値

（
国

際
原

子
力

機
関

）
：

0
.0

0
4

6
 d

/
L

•
チ

ェ
ル

ノ
ブ

イ
リ

：
0

.0
0

5
0

 d
/
L

研
究

の
背

景

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
の

移
行

係
数

：
乳

用
家

畜
（

乳
牛

）
が

１
日

に
摂

取
し

た
放

射
性

核
種

の
量

（
B

q
/
d

a
y
）

と
乳

汁
中

の
当

該
核

種
の

濃
度

（
B

q
/
Ｌ

）
と

の
比

牛
乳

 

物
質
循
環

 
放

射
性

物
質

の
循

環
経

路

牛
乳

糞
尿

牧
草

牧
草

牧
草

堆
肥

土
壌

糞
尿

•
循

環
型

有
畜

農
業

モ
デ

ル
に

お
け

る
農

場
内

の
放

射
性

物
質

動
態

→
 飼

料
か

ら
家

畜
・

糞
尿

・
堆

肥
・

施
肥

ま
で

•
放

射
性

物
質

の
屋

外
曝

露
に

よ
る

影
響

（
放

牧
山

羊
）

家
畜

の
採

材

約
１

８
k
m

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

浪
江

町
葛

尾
村

双
葉

町

大
熊

町

南
相

馬
市

役
所

小
高

庁
舎

福
島

県
南

相
馬

市
小

高
区

川
房

2
0

k
m

採
材

場
所

家
畜

の
汚

染

B
q

/
k
g

一
般

食
品

の
新

基
準

値
（

1
0

0
 B

q
/
k
g
）

0
1

0
0

0
2

0
0

0
3

0
0

0
4

0
0

0

血
液尿

卵
巣脾肝腎

骨
格

筋
（

大
腰

筋
）

各
３

頭

→
フ

ィ
レ

肉

家
畜

の
汚

染

0
5

0
0

1
0

0
0

1
5

0
0

2
0

0
0

羊
水

臍
帯

胎
盤

血
液尿

卵
巣脾肝腎

骨
格

筋
（

大
腰

筋
）

B
q
/
k
g

一
般

食
品

の
新

基
準

値
（

1
0

0
 B

q
/
k
g
）

胎
仔

妊
娠

中
の

母
牛

母
牛

と
胎

仔
各

１
頭

家
畜

 

リ
ス
コ
ミ
（
市
民
へ
）

 

林
産
ー
演
習
林

 

水
産
物
（
魚
肉
の
水
晒
し
）

 

水
晒
し
を
工
夫
す
る
こ
と
で
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
を

5%
ま
で
低
下
で
き
た
。

 

コ
メ
（
玄
米
へ
の
移
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
）

 
ー
土
壌
学
、
イ
ネ
栽
培
学
、
利
水
・
砂
防
学

 

山
林
の

有
機
物

根

玄
米

沢
の
水

濁
流
（
降
水
時
）

山
の
雨
・
霧

イ
ネ
の
葉

水
田
の

有
機
物

経
路
と
対
策

交
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

吸
着
材
（
モ
ミ
な
ど
）

溜
池
、
貯
留

対
策
が
難
し
い

（
木
や
森
の
除
染
）

【
時
期
】
節
間
伸
長
期
以
降
か
？

 
最
上
位
の
葉

一
枚
下
の
葉

二
枚
下
の
葉

よ
り
下
の
葉

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度

晩
春
～
初
夏
に
成
長

７
月
末
～
８
月
に
成
長

キ
ノ
コ
と
基
質
の
汚
染
の
関
係

秩
父
演
習
林

0
20

0
40

0
60

0
80

0
10

00

キ ノ コ

A 0 層

A 層

キ ノ コ

A 0 層

A 層

オ
オ
モ
ミ
タ
ケ

(菌
)

オ
オ
モ
ミ
タ
ケ

(菌
)

Cs
-1

37
(B

q/
kg

)

Cs
-1

34
(B

q/
kg

)

千
葉
演
習
林

放射性Cs (Bq/kg乾重)

【
秩
父
・
千
葉
】
リ
タ
ー
の
濃
度
の
方
が
高
か
っ
た
。

 
キ
ノ
コ
に
未
吸
収
か
？

 
今
後
こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
の
濃
度
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

 

富
士
癒
し
の
森
研
究
所

放射性Cs (Bq/kg乾重)

【
富
士
】
キ
ノ
コ
の
方
が

 
濃
度
が
高
か
っ
た
。

 

昨
秋
の
千
葉
県
（
柏
周
辺
を
除

く
）
の
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
放
射
性

Cs
は

9.
5～

84
Bq

/k
g生
重

炭
焼
き

BB
Q

ジ
ビ
エ
料
理
（
等

山
の
幸
）
←
薪

・
キ
ノ
コ
の
他
↓

・
薪
、
炭
、
灰

・
ジ
ビ
エ
肉

・
タ
ケ
ノ
コ
な
ど

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

取
組
み
中

福
島
原
発
と
は

無
関
係
に
基
準

値
を
超
え
る
も

の
が
あ
っ
た
。

 

野
生
動
物

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
【
放
射
性
銀

A
g-

11
0m
が
検
出
】

 
（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
加
え
て
）

 

取
組
み
、
試
験
デ
ー
タ
の
例

 

真
鍋
昇
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 

山
田
利
博
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 

石
田
健
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 
安
永
円
理
子
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 

根
本
圭
介
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 

渡
部
終
五
先
生
ご
提
供
ス
ラ
イ
ド

 

付録

12年7月2日月曜日


